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2005 年度 731 27.9 120
2006 年度 687 27.0 109
2007 年度 672 26.8 109
2008 年度 658 26.8 114














































































































































－  185 －
から、よく食べる組み合わせを選択してもらっ
たところ、主食・主菜・副菜が揃った好まし
い組み合わせを選択した学生が、取り組み前
17.8％から26.0％と有意に増加した。毎年、取
り組み前後を比較すると、同様の傾向がみられ
る。
３．ま　と　め
　2005年度より現在、学生食堂を利用した食教
育を行っている。栄養教育の方法は、媒体を単
独で用いるより複数の媒体を組み合わせて使用
した方が、対象者の理解が深まることが報告3）
されている。そこで、ポスターやフードモデル
展示など複数の媒体を用いた栄養情報の提供や
参加型の取り組みといった複数の方法で食教育
を行った。さらに、その効果判定のための調査
を実施し、取り組みの評価を行った。
　取り組み前後の調査結果より、表３～５に示
す通り、食教育前と比べ、「栄養成分表示を見
る」、「栄養成分表示を参考にする」また、実際
に食堂で選択するメニューの組み合わせにおい
ても「主食・主菜・副菜の揃った好ましいもの
を選択」する学生が多くなったなど、取り組み
後に好ましい変容がみられた。この傾向は食教
育をおこなった2005年度より毎年、同様の傾向
を示している。さらに、2005年度の結果におい
ては、参加型教育として実施したクイズや、食
生活診断に参加した学生ほど、食教育後の調査
において好ましい結果であったことを報告して
いる2）。これらのことから、学生食堂における
食教育の成果として、好ましい変容がみられた
のではないかと考えられる。
　しかし、食堂でのメニューの選び方等が好ま
しくなる学生がいる一方、食生活診断による結
果では、普段の食生活が「注意」と診断され
る学生が約６割と多いのが現状である。そのた
め、今後も学生に対して食教育を続ける必要が
ある。また、食教育の取り組みを続けるにあ
たっての課題として、媒体への関心を高めるこ
と、参加者を増やすことが挙げられる。媒体の
中で最も目に付きやすいと思われる卓上メモで
あっても、図２に示す通り、約4割は見ておらず、
取り組みに気付かない学生も多いことが伺われ
る。
　対象者の食に対する知識の現状等を把握して
目に留まりやすく、理解しやすい工夫を考えて、
今後も食教育とその評価を続ける必要がある。
　尚、本研究は、私立大学教育研究高度化推進
特別補助を受け実施したものである。
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